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研究成果の概要（和文）：本研究では消費者の店舗選択要因を遺伝的アルゴリズムを用いて明らかにした。遺伝的アル
ゴリズムは生物の進化に着想を得た人工知能の一種であり、少ない計算量で近似解を導出できるとされている。
　具体的には最寄品の買物行動主体としての世帯を世帯類型ごとに分類し、それらの世帯類型がそれぞれ何を重要視し
て購買店舗を決定しているのかを推計した。推計値を用いたシミュレーション結果は各商圏の売上高に対して非常に高
い再現性を示すことができた。

研究成果の概要（英文）：In this study, we have clarified factors to shop selection of consumers using gene
tic algorithm. Genetic algorithm is one kind of artificial intelligence methods and it is inspired by the 
evolution of a biological species. It is considered that the method can derive approximate solutions.
We simulated the shopping behavior of households using micro simulation. The simulation model has the shop
ping consciousness parameters. Genetic algorithm is used for estimating the parameters. The result of the 
simulation has a high fitness to real data. 
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 近年、わが国の多くの地方都市では中心商

業地の衰退が著しい。その要因として「モー

タリゼーションの進展による郊外商業施設

の進出」「少子高齢化をはじめとする消費環

境の変化」などが頻繁に挙げられる。しかし、

これらの要因は商業環境の変化をマクロ視

点で捉えたもので個々の消費者の購買行動

には無関係である。商業は消費者の意思決定

による消費を抜きにしては成立しない。この

ため商業地の現状分析とこれに対する施策

立案を実施する際には消費者の買物行動を

基にした基礎資料が必要となる。 

 
２．研究の目的 
 本研究では地方圏居住の消費者を対象と

して、その購買店舗選好を明らかにすること

を目的とした。具体的には購買品目として最

寄品、消費者として世帯を取り上げ、世帯群

を居住地・家族構成を基に世帯類型に分類し、

各世帯類型の購買店舗選好を明らかにした。 

 またその手段としてマイクロシミュレー

ションアプローチ(MSA)を採用した。MSA は個

人・世帯・企業といった意思決定主体を単位

としたモデリング及びこれを用いたシミュ

レーション手法を指す。買物行動を対象とし、

MSA を採用した先行研究の多くは意思決定

主体の振る舞いや意志決定要因をアンケー

ト等により収集し、シミュレーションモデル

のパラメータとして用いている。本研究では

個々の消費者の意思決定は購買行動に表出

するとの立場から各世帯類型の購買店舗選

好を遺伝的アルゴリズム(GA)を用いて推計

することとした。MSA と GA の組合せによ

る推計が本研究テーマで有効であると示し、

各種社会調査の代替策として提案すること

も副次的目的とした。 

 
３．研究の方法 
 本研究では各世帯の購買行動を対象とし

たシミュレーションを実施した。本研究で意

思決定主体(消費主体)として取り上げた世帯

はその属性により特定の世帯分類に属する。

これらの世帯分類はそれぞれ異なる購買地

域選好を有することとした。この購買地域選

好は、居住地－購買候補地域間距離と購買候

補地域が有する店舗面積に対する重み付け

パラメータ（購買選好パラメータ）で表現し

た。この購買選好パラメータ（以下、選好パ

ラメータ）を GA で最適化することで購買地

域選好の推計を行った。GA を適用する際の

教師情報は各地域の店舗売上を用いる。提案

手法の流れを図－1 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１ 提案手法の流れ 

 

(1) 買物行動モデル 

 世帯をその居住地と家族構成により世帯

分類にクラスタリングした。以上、2 属性か

ら構成される世帯分類をもとに各世帯は購

買地域を選択する。購買地域選択は確率選択

を採用した。提案モデルの確率選択式を式

(1)に示す。 

 

(1)　　　　　　　　　　　








 n

j

i
hj

i
j

i
hj

i
j

hij
hh

hh

DS

DS
P

1

)(

)(





個体群を生成。これらの個体群は各自ランダムに生成さ

れた選好パラメータのセットを保持する。 

最適化 

各個体の選好パラメータを用いてシミュレーシ

ョンを実施し、現実再現性指標を算出する。 

現実再現性指標を基に遺伝的アルゴリズムを用

いて、選好パラメータを改善する。 

実 験 

最良個体の選好パラメータセット

を最適化結果として得る。 

現実再現性と選好パラメータの評価 



ここで、 

Phij ：地域 h に居住する家族構成 i の世帯が地域

ｊを購買先地域として選択する確率 

 Sj ：地域 jにおける店舗群の総売り場面積 

 Dhj ：地域 h と地域ｊの距離 

 βh ：地域 h に居住する世帯に共通する売場面積

に対する感応度 

βi ：家族構成 i に属する世帯の売場面積に対す

る感応度 

λh ：地域 h に居住する世帯に共通する距離に対

する抵抗度 

λi ：家族構成 i に属する世帯の距離に対する抵

抗度 

 

 各世帯は式(1)を基に購買地域を選択する。

この際に選択された購買地域は当該世帯家

族構成毎に設定された最寄品消費可能額を

売上額として得る（図－2）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－2 買物行動モデルの処理 

 

(2) シミュレーションの実行 

 上述の提案手法でシミュレーションを実

施した。対象地域を 3次メッシュ（1km 四方）

により区分し、各世帯、店舗はいずれかのメ

ッシュに位置することとした。シミュレーシ

ョンにおける各世帯は自身の居住メッシュ

と家族構成に割り当てられた βh , βi , λh , λiから

式(1)により購買先メッシュを確率的に選択

する。 

 

(3) 研究対象地域と年次 

 研究対象地域は徳島市およびその隣接市

町村である小松島市、藍住町、石井町、北島

町、松茂町とした。シミュレーション実行に

あたっては 1994 年データで選好パラメータ

最適化を行い、この選好パラメータを用いて

1999 年データで現実再現性を検討した。 

 
４．研究成果 

(1) 現実再現性の検討 

 まずモデルの妥当性を確認するため、最

適化後の選好パラメータを用いて 1994 年

次を対象としたシミュレーションを行い、

現実データとの誤差率(総計)、誤差率(メッ

シュ平均)、相関係数、cos（類似度） の 4

指標を算出した。比較対象として全世帯の

家族構成を同質とし、居住地域も考慮せず

に最適化を行った場合の結果も算出した。 

これらを表－１に示す。誤差率(総計)はシ

ミュレーション結果の総売上額(全メッ

シュの売上額合計)と現実データ総売上

額の差を、現実データ総売上額で除算し

た値、相関係数は各メッシュにおけるシ

ミュレーション売上額と現実データ年間

販売額の相関係数である。 

 GA は 1994 年次の現実データを教師情報

として選好パラメータの最適化を行ってい

るため、この時点で現実再現性が低ければ

最適化が十分ではないということになる。

まず、全世帯同質のケースと比較した結果

であるが、どの指標においても提案モデル

の現実再現性がより良好な結果を示してい

る。また、誤差率(総計)に比して誤差率(メ

ッシュ平均)の値が大きいが、これは局所的

に予測精度の低いメッシュが存在すること

を示唆している。一方で誤差率に比して、

相関係数や cos 類似度は比較的良好な結果

YES 

世帯 xは自身の居住地域 hと家族構成 i を基に 

地域 j を購買先（最寄品）として選択する Phij

を計算 

地域 j が最寄品購買先として選択 

全世帯が買物を終えた 

NO 

地域 j の売上額に世帯 x の最寄品消費可能額

YES 

終了 

NO 



を示している。そもそも店舗の存在しない

メッシュはシミュレーション上も購買対象

地域とはならない。これが分布を測るこれ

らの指標の算出上、優位に働いたと考えら

れる。 

 

表－1 1994 年データを用いた提案モデルの 

妥当性検証 

 提案モデル 全世帯同質 

誤差率(総計) 0.065 0.105 

誤差率(メッシュ平均) 0.292 0.385 

相関係数 0.961 0.898 

cos 0.798 0.611 

 

 次に、提案手法により推計されたパラメ

ータが局所解ではないことを確認するため

に 1994 年時の現実データで最適化した選

好パラメータを用いて 1999 年データでシ

ミュレーションを実施した。併せて上記と

同様に全世帯同質の場合も算出した（表－

2）。表－2から見て取れるように予測能力

の面からも提案モデルの方が現実再現性の

高い結果を示している。図－3に 1999 年の

最寄品年間販売額分布、及び提案モデルに

よる同年最寄品年間販売額分布予測結果を

示す。似通った分布であることが見て取れ

る。 

 
表－2 1999 年データを用いた提案モデルの 

予測能力の検証 

 提案モデル 全世帯同質 

誤差率(総計) 0.067 0.102 
誤差率(メッシュ平均) 0.371 0.499 
相関係数 0.942 0.751 

cos 0.742 0.583 
 

(2) 消費者属性による購買選好の差異 

 最適化により得られた選好パラメータを

用いて消費者属性による購買選好の差異を

分析した。まず表－3に βh、λh に関しては

全居住メッシュ、βi、λi に関しては全家族

構成を基に集計した結果を示す。β に関し

ては βi の平均値が βh の平均値に比して 2

倍程度高い。これは家族構成が居住地域に

比較して売場面積に対する感応度に大きく

影響を与えているためと考えられる。次に、

家族構成が購買選好に与える影響について

述べる。家族構成別の選好パラメータを表

－4に示す。表－4から買物の際、核家族世

帯にとって売場面積が吸引力として、高齢

単身世帯にとって購買地までの距離が抵抗

力として機能することが見て取れる。ただ

し、これは本研究で取り扱った家族構成種

別群において相対的に観察できる傾向であ

る。 

 最後に居住地の差異が購買選好に与える

影響を検討する目的で各メッシュの βh、λ

hを対象変数としたクラスター分析を実施

した。クラスター分析の対象は 1994 年時点

で世帯の存在する 261 メッシュである。

Ward 法を用いてクラスタリングを行った

結果、４つのクラスターを得ることができ

た。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3 1999 年における最寄品年間販売額分布(上), 

提案モデルによる最寄品年間販売額分布予測(下) 

 



表－3 選好パラメータの集計結果 

 平均 分散 

βh 0.132 0.004 

βi 0.276 0.013 

λh 0.613 0.063 

λi 0.724 0.070 

 
表−４ 家族構成別選好パラメータ 

 βi λi 

若年単身 0.145 0.422 

一般単身 0.225 0.439 

高齢単身 0.191 1.095 

高齢夫婦 0.297 0.824 

核家族夫婦 0.455 0.884 

核家族以外の世帯 0.342 0.677 

 

 これらクラスター間においてλh は地域ご

との緩い凝集が観察できた。 図－４にλhの

分布を示す。この結果をみると、大まかに言

って旧来から人口が多い市街地に属するメ

ッシュはλh が高く、中心市街地から遠いメ

ッシュほどλh が低い。つまり中心市街地か

ら遠ざかるほど買物行動時における距離抵

抗は弱まると考えられる。 

 

 
図－4 λhの分布 
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